
 

 
 
 

 
 

令和７年度　学校だより 那覇市立城南小学校 
令和７年７月14日 

第　 20号 
文責 ： 校長 田島正敏

〔 学 校 教 育 目 標〕 
 自律的に学び、認め合い、 
 ともに成長しようとする児童の育成 

　子どもたちが楽しみにしている夏休みがやってきます。長い休みですが、何も計画なしでは、あっという
間に終わってしまいます。夏休みにこれをやろう！あれができるように取り組んでみよう！と計画的に過ご
してほしいと思います。 
　終業式では夏休みを素晴らしいものにするために３つの守ってほしいことの話をしようと思っています。
１つ目は、けがや病気に気をつけることです。まずそのためにも、Youtube の視聴やゲームなどで夜更かしを
して生活リズムを崩したり、危険な遊びをしないなど普段と変わらない生活をしてほしいです。２つ目は事
件や事故に巻き込まれないようにすることです。そのために、避難訓練の時や非行防止教室で学んだこと、
生徒指導部から出ている安全のしおりをしっかり守って生活してほしいということです。友達と遊びに行く
ときは、だれと、どこに、何時頃帰るかをお家の人に伝えて出かけることなども自分の身を守ることにつな
がります。３つ目は、夏休みにしかできないことに挑戦してほしいということです。各学年で基礎的な力の
定着を図るためにドリルやタブレットを使った"必要最小限の課題"が出されます。そのほかに自分の興味あ
るもの、やってみたいことに取り組んでほしいということです。海水浴やキャンプ、虫取りなどの屋外系、
博物館や科学館巡りに読書などの屋内系、最近では「いじめ防止の動画を友達と協力して作成する」なんて
取り組みもありました。勉強も遊びも工夫していろいろ学べる素晴らしい夏休みにしてほしいです。 
　歯科・内科検診等で治療が必要な人は,この夏休みに治療してください。 
　生活リズムに気をつけて、何よりも安全に過ごして、８月 26 日(火)に充実した夏休みを過ごした元気な城
南っ子の顔が見られることを楽しみにしています。

　３日(木)に２年生が「まちたんけん」を行いま
した。この日は『上の毛コース』を探検しました。
ワークシートに見つけた物・音・におい・人など
幅広く視野を広げながらの活動でした。途中、上
の毛公園で休憩をとりながら、熱中症対策(塩分
チャージ、黒糖）もしました。また、10 日(木)は
『鳥堀コース』のまちたんけんでした。子どもた
ちは、まち探検を通して校区の中にいろいろな施
設や店があることをたくさん発見していました。

　４日(金)に３年生が社会の学習でスーパーマーケット
見学を行いました。"首里りうぼう"まで 1km ほどの道の
りを徒歩で移動しました。いつも見慣れた店内も、お店
の工夫という視点で見ると見え方が違います。いろいろ
な気づきがありました。また、店内だけでなく、バック
ヤードも見学させていただきました。業務用の大きな冷
凍庫の中にも入れてくださいました。暑い中でしたが、
体調不良を訴える児童もなく、みんな元気に学校へ帰っ
てきました。以下は子どもたちの感想です。 
　食べ物の種類がたくさんあった。 
　見やすいところに、おすすめ品がたくさんあった。 
　バックヤードが思ったより広かった。 
　冷凍庫が-20℃で、びっくりした。

 
 ６日(日)に行われた市 PTA バレーボール大会が那覇市民
体育館で行われました。ここ数年、勝利から遠ざかってい
た城南小 PTA チーム。「まず、１勝」の合い言葉の下、１
年間練習に励み、試合に臨んだ結果･･･なんと２勝１敗で、
ブロック『準優勝！』のおまけまでついてきました。メン
バーが全員出場でき、楽しく試合ができました。 
 
 
 

                        　10 日(木)に、こども園

と合同で学校評議委員会

を行いました。学校評議

委員制度とは、校長が保

護者や地域の方に学校運

営に対し意見を聞くため

のものです。今年度も PTA
会長をはじめ地域の方な

ど７名の評議委員の参加

の下、学校・こども園の経営方針や取り組みについて説

明を行いました。意見交換の中でも出たのですが、次年

度からは学校運営協議会(コミュニティースクール)が導

入されます。学校運営協議会とは、地域学校協働本部（ま

ち協）との連携を地域コーディネーターを橋渡し役に、

学校運営に地域の声を積極的に生かし、地域と一体とな

って特色ある学校づくりを進めていく仕組みです。 
　城南小学校は地域との結びつきが強い学校ですが、さ

らに"地域の学校"色が強くなると思います。 


